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Roles for ESD played by Environmental NGOs 
―Case study of an attempt to connect Japan and Malaysia 










This study introduces an attempt to apply the roles of NGOs for Education for 
Sustainable Development (ESD) by connecting Japan and Malaysia through rainforest 
reforestation by community participation conducted by the Japan Malaysia Association 
(JMA). The JMA employs natives to plant and maintain the forest, and has devoted a 
research field to ecology at UNIMAS University since 1995. During this time, they began 
to connect these activities and ESD for school students from Japan and Malaysia. In the 
activity, the JMA plays important role as a hub of activity in connecting schools, the 
university, and natives of Japan and Malaysia as well as conserving the environment. In 
addition, some Japanese companies cooperate with the JMA in corporate social 
responsibility (CSR) activities that indirectly support environmental conservation and 
students’ education, thereby increasing the company’s value.
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2008 年、高等学校は 2009 年に、ESD が明確
に位置付けられた2。ユネスコの理念に沿った
取組みを継続的に実施しているユネスコス
クール3は、世界 182 カ国で約 10,000 校、日
本国内では、2016 年 10 月現在、929 校（幼
                                                   
1 「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」
関係省庁連絡会議（2006）わが国における
「ESD の 10 年」実施計画（ESD 実施計画）平
成 18 年 3 月 30 日決定、平成 23 年 6 月 3 日改定
より。
（http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokuren/keik
aku.pdf、  2017 年 1 月 18 日最終閲覧）  








表 1．「ESD」の 10 年にいたる世界の動き  
1987 年  国連ブルントラント委員会で「持続可能な
開発」という概念が展開され、広く理解さ
れるようになる  
2002 年  「持続可能な開発に関する世界首脳会議
（ヨハネスブルグサミット）」で、日本が
「ESD の 10 年」（実施期間 2005 年～2014
年）を提言し、国連総会にて採択  
2005 年  「ESD の 10 年国際実施計画 2005～2014」
が確定、発表  
2008 年  小学校・中学校の学習指導要領に ESD が
入った  
2009 年  高等学校の学習指導要領に ESD が入った  
2014 年  愛知と岡山で ESD ユネスコ世界会議開催  
 ＊ESD-J の HP より。（http://www.esd-j.org/、




認知度は、2014 年に ESD ユネスコ世界会議
が開催された愛知県で、開催の 2 年前の 2012
年に行われた平成 24 年度第 1 回県政世論調




に ASPnet（Associated Schools Project 
Network）として発足された。ユネスコスクー
ル HP より。（http://www.unesco-
school.mext.go.jp/esd/desd/、  2017 年 2 月 6 日
最終閲覧）  
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そのため、ESD の 10 年は終了したものの
日本各地で ESD を進めるために様々な取組

























マレーシアでは 1990 年から 2007 年にか







図 1. 調査地と水質測定地点  
                                                   
4 愛知県（2012）愛知県平成 24 年度第 1 回県政
世論調査 P61.
（http://www.pref.aichi.jp/0000055789.html、  
2017 年 1 月 18 日最終閲覧）  
5 文部科学省日本ユネスコ国内委員会事例集
（http://www.mext.go.jp/unesco/004/004/12183
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る簡易調査手法である SSI（Semi Structured 
Interview）9を用いて行った。質問は日本語
                                                   









日時：2013 年 2 月 23 日（土）  
場所：Tong Nibong 村の村長宅  
対象者：夫が植林地で働いている 45、49、39







（Barriball K.L. and While A.1994）  
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日時：2014 年 2 月 22 日（土）  
場所：アペン保護林（植林地）  
対象者：植林地で働く先住民の男性 10 名  
 （20 代－4 名、30 代－2 名、40 代－2 名、


























































表 2. 簡易水質調査結果（全てパックテストによる） 
採水場所  採水日  
NO2-+NO3- 重金属  PO43-  COD pH 
 mg-N L-1  mg L-1  mg-P L-1  mg L-1 - 
A1 2015/3/21 0.5 0 0.02 5 6.5 
A2 2015/3/21 0.5 0 0.02 5 6.5 
A3 2015/3/24 0.2 0 0.02 5 7 
B1 2015/3/21 0.2 0 0.02 5 6.5 
B2 2015/3/21 0.2 0 0.05 0 7 
B3 2015/3/21 0.2 0 0.02 5 6.5 
B4 2015/3/24 0.5 0 0.02 5 7 
B5 2015/3/24 0.5 0 - 13 6.5 
C1 2015/3/24 0.2 0 0.02 5 7 
Tong Nibong 村の煮沸後の飲料水  2015/3/21 0.2 0 0.05 0 6.5 
ホテルの水道水 2015/3/24 1 0 0.02 5 7.5 
 
                                                   
10 株式会社共立理化学研究所が販売する簡易水
質測定キットで、多くのパックテストの反応原
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2 月、8 月）・三ツ城小学校（2014 年 1 月）・








の 交 換 を 通 じ て 具 体 的 な 交 流 を 行 っ た
（KRAIT 小学校（2013 年 2 月、9 月、2014
年 2 月）・ST. NORBERT 小学校（2014 年 2
月））（表 3、図 6）。植林を行った際に行った
アンケートの結果を図 7－10 に記す。  
 
【植樹参加者へのアンケート概要】  
実施日：2014 年 8 月 30 日  
場所：アペン保護林  
回答者：14 名（UNIMAS の大学生 3 名、  













表 3. 公益社団法人日本マレーシア協会が行った日本とマレーシアの小・中・高校生、大学生への ESD 























 ・水質調査（環境教育）  
・訪問者へのネイチャーガイド（国際交流）  
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d ） 生 態 系 の 説 明 を す る UNIMAS の
Hamsawi 教授  
  




図 6. 日本とマレーシアを繋ぐ ESD の試みの様子  
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図  8. 植樹参加者へのアンケート結果―植林に参加した感想（複数回答可） 
 
 
































































































































                                                   
11 三菱商事株式会社 HP
（http://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/csr/cont








dunlop.co.jp/kikara/csr.html、2015 年 6 月 25
日閲覧）  
14 JAC リクルートメント HP（http://corp.jac-
recruitment.jp/csr/shokurin.html、2015 年 6 月
25 日閲覧）  
15 ダイドードリンコ株式会社 HP
（http://www.dydo.co.jp/csr/jihanki/、2015 年 6
月 25 日閲覧）  
表 4．企業の CSR として熱帯雨林再生活動への関わり 
企業名  開始年  概要  
三菱商事株式会社  2008 年  「マレーシア熱帯雨林再生プロジェクト」
11 
毎年約 4 万本程度植樹。社員が植林体験。  
株式会社木下工務店  2007 年  「木下の森」
12 
60,000 本植樹予定。社員が植林体験。  
株式会社ダンロップホーム
プロダクツ  2010 年  
「1 PAIR for 1 LOVE」13 
グローブ 1 セットにつき 1 円寄付。  
JAC リクルートメント  ― 
同社を通じた転職 1 件成立につき 1 本の植林
14。  
ダイドードリンコ株式会社  ― 「募金付自動販売機」の収益の一部を寄付15。  
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